
























































　同社では通常 1 地点あたり 10 数名の回答者を抽出して調査を行なっているが、研
究経費の制約から今回は 80 名程度の規模の調査を予定したことから、1 地点あたり
の抽出人数を通常よりもやや少ない 10 名前後とし、調査地点数を 8 地点確保した。
　調査（実査）は 2013 年 10 月 24 日から 11 月 4 日にかけて行った。調査期間は約 2
週間である。
　調査を開始した 2013 年 10 月の岡山市の人口は約 70.4 万人であるが、区ごとの構
成比は北区 41.4%、中区 20.5%、東区 13.9%、南区 24.2% である。今回の調査では、




















　回答者 81 人の性別内訳について、その母集団である 20 代～ 70 代の岡山市民（約
51.1 万人；2012 年）のそれと対比しつつ示したのが図 1 である。
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だし 20 代～ 70 代）の言語状況をおおむね正確に反映した数値であると言える。
　この回答者 81 人に対する実査（個別面接調査）は、委託した調査会社に所属する
5 名の調査員が行った。調査員 5 名の性別内訳は男性 1 名、女性 4 名、また年齢層別



























































































































　これによると、融合者率が全体的に高い 4 語はその数値が低く 1.1 ～ 1.6 倍であり










































では回答者が 81 人にとどまることからここでは 20 歳刻みとし、「20・30 代」（29 人）、































































































































































































































































































































結果の一部は、2014 年 3 月 13 日付の『山陽新聞』（夕刊）の「岡山弁の使用傾向は？」
として、また 2014 年 4 月 14 日付の『読売新聞』の「手伝ってもらっていい？」とい
う表現に関する記事として紹介されている。
（おざき　よしみつ／本学教授）
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